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三重県工業用水源地域調査報告

一東海地域調査の第1報一

蔵田延男菅村下敏夫管森　和雄菅米谷　宏鼎

　　　　　R6su血6
Ground　Water　Re魯earckes　for　Fabric

ケ　　　1皿dustry　in　M五e　Prefect腰re

　　　　　　　　　　by
Nobuo：Kurata，Toshio　Murashita，Kazuo　Mori＆Hiroshi　Kometani

　　A　investigation　on　tke　ground、water　resources　in　Mie　Pref．was　performed　in1952’in

connection　with　the　systematicエesearches　of　water　resources　for　fabric　industry　in　T6kai

regions．

　　Ground　water　in　this　area　is　utili2ed　totaly　for　irrigation，public　water－supか1y　and

i血dus廿y　etc．，mostly　supplied　by　we11s　in　confined　w3ter．The　writers　had　an　opportmity

o零investigation　mainly　on　hydraulic　behaviors　sマch　as　pressur6surface，relation　of　draΨdown

and　discharge　of　water　and　temperature　of　thg　confined　water　and　chemical　properties　of

the　water　at　Yokkaichi，Suzuka，Matsuzaka　and　bjiyamada　districts．

　　The　ground　water　hydrology　will　give　a　advantageous・help　for　the　development　of　water

sources　for　industries　at　the　districts　above　mentioned．』

要 約

　．東海地域工業串水源調査の1環として，、1952年に行つ

　た三重県下の水資源調査結果を記載してある・

　三重県管内は地下水の100％利用地帯で，しかもその

　大部分が被圧面地下水を収水する深井戸に依存して

　いる。

　四日市・鈴鹿・松阪および宇治山田各地区におけるこ

　れら深井戸のほか，自由地下水を収水する浅井戸および
’
表
流 など約250ヵ所を調査し，地ド水の物理的特徴一

　圧力面・水位降下と揚水量との関係・水温一化学的性

　質などの究明を行い，水理地質的にみた地域的憾徴を明

　らかにした。なお別に各地区別に本理一般と用水対策に

　ついて記述し，今後における工業用水計画の参考に供し

　てある。

　　　　　　1．緒　　　言
　　　　　　　　　　　　N
　　静岡・愛知・岐阜・三重4県にわたる，いわゆる東海

　地方は，本邦の重要な工業生産地帯であつて，すでに日

　量百数十万m3の工業用水が清費されているが，今後新

　たにその捕集が計画されている量むまた，この数字に近

　い値を示している。しかもこの地方では，その用水が地
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難技衡部

　　　　　　ぜロ　　　　　ε’＼
　　　　　ンr＼へ
　　　　　l　k
　　　　　・　躍　’
　　　　　ノ麟畢
　　　　イ蔭蓑躍Y

♪ノ響壕
乞　　　臨　湾．
～　選丁
く　　　騒．『
、㍉・　讐肇．
　　～’・　・””軸u・
ビ1
　気

ρ
　、
　ノ・

　1

　》

，25一（507）

留・

ρ
o

£

　　　　　　　　　　0，！〇 ～0

　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　1く網
第1図　三重県管内工業用水源地域調査の調査範囲を示す

　　N：名古屋市　　U：宇治串田市
　　一Yε四日市市 K＝桑名市
　　Q3’楠　　町　S＝鈴鹿市
　　丁：津　 市　M3松〃阪市
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下水源によつて得られている率高く，その利用度は全用

水量のほ黛85％以上に達している。特に三重県管内は

木曾川・宮川を除き，中聞部に水源として依存できる表

流に乏しく，地下水利用度100％となつており，桑各・

四甘市・鈴鹿・松阪・字治山田など各都市において上水

道とともに多量の地下水，特に深暦に存在する被圧面地

下水が工場用水の対象となつている。

　この調査は水資源保全の立場から考慮きれる安全かつ

合理的な地下水開発・利用の計画推進に資することを目・

的として行われている，東海地方工業i用水基本調査の一

環として行つているものであるが，三重県管内は四日市

燃料廠跡の対策を控鵜用水の、点で種々の問題を有する

工業基地であるので，特に継続観測の結果を除き，1952

年10月，手2日より尋1月1日にかけて行つた実際調査の結

果を，とりあえず報告することとした。

なお現地においては，三重県庁・四日市工業用水対策

協議会以下，鈴鹿・松阪・宇治山田各市庁の終始極めて

熱心な御協力によつて多著しく高い調査能率を持続する

ことができた。これらの関係各位に深く謝意を表する次

第である。

なお現地におむる調査実績を示すと次の通りである。，『

1）調査の対象となつた都市　、

　　　〃　　　工場
　　　〃　　　水露頭
　　　〃　　1　　化学分析試料

2）計測調査点数

　　　地上電探
　　　井戸孔内検暦

　　　揚水調査
3）　工場調査票による調査工場

7
＼32、

250

77

　　　　　　　　　　　　26
　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　10
　　　　　　　　　　　　30
（なお参照地形図は．5万分の1桑名・四日市・亀山・

津東部・津西部・松阪・二本木・鳥崩・宇治山田。

なお2万5千分の1があり，別に四日市・鈴鹿・松

阪および宇治山田各市には5千～2万5千分の1の

市街函があり，使用できる。）

2．地域内用水および水理の展望

　調査の対象とした三重県管内は，西に花嵐岩・片瞬岩

、および第三紀層の丘陵を控えているが，第1表の如く表

流の規模は小さく，しかも西日本の例にならい農業水利

第1表　三重県管．内水系蝿模の概況
（南紀州および伊賀地区を除く）

水
推定平均管

系　名 集水面積 ’降水量
k：m2 、mm

各種の水源鼎
によ’る潤既

総面槙
　　km2

木　曾　川
揖　斐　川
員　辮…　川
朝　明　川
海，藏　川
三　滝　川
鹿　化　川
鈴　鹿　川
中、　の　川
・志茂登川
安　濃　川
岩　田　川
雲　出　川
三　渡　川
阪・内　川
金　剛　川
櫛　田，川
城　田　川
宮　　　川
勢　田　川

五十鈴川
加　茂，川

5｝275

3，856
414．8
103
　34．8

　76』8
　42．8
552．6

　55．6

　49
146．2

　32．6
884。7

　37．3
　12．5

　35．6
444．2

　56．0
1，043

　16．2

　77．2
　42．2

2，200

2ン000
2，000
2，000

2，000

2，000

1，850

1，800

2，300

・2，800

13．31
14』98

54．11
31．43

33．74

83．91
21．03

44．68

77。67

79。29

55．66

10．84

Aに対する表流と繰黄
地下水とに依存す
る灌慨面積の割合％

表’流

94。5
81．6
74．0
54．0

54，5

74．7
41．7

46．0

70．7

54．7

47．0

64．0

地下水

5．5

4，6

－3．3

20．3

29．0

10．2
26．3

13．3

8，0

16．0

29．0、

29．5

大地蒸発量800mm流
出率55％として残余
力∫地下滲i透水となると

仮定した場合の基底流
動量　　　m3／s

1．2

0し31

0．24

1．7

0．3

1。2

0．05㌧

3．3．

15．0

管　　降水量は雨量観測記録より等雨量線を求めて李均値として算定ρ

鰹　1946年農林省開拓局編水系別灌漸状況調による。れ陰し100町歩を1km2として示す。
畳翠莱菅の資料より算出，なお溜池および天然湖沼による竜のが加わつて100％』Aとなる。
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第2表　三重県管角既設主要工場用水利1用現況

工　場　名
所　在　地
用水量m3但
水　　　源
井戸の種類

井　戸　数

難井深度m

収水暦深度m

－
揚 水量m3／h
水位降下量血．

工　場　各
所　在　地
用水量m3／d

水　　　源
井戸．の種類

・井　戸　数

難井深度m

収水暦深度m・

揚水量m3／h

水位降下量m

工・場　名
所　在　地
用水量m3／d

水　　　源
井戸の種類

井　戸　数

墜井深度m

収水暦深度m

揚水量m3／五

水位降下量m

工1場　名
・所　在　地
用水量m3／d
、水　　　源
井戸の種類

井，戸　数

墜井深度m

収水暦，深度魚

’揚水量m3／五

水位降下量m

東京芝浦電気K．K．三重工場

三重郡朝日村編生2121

　　2，7QO
　地　下　水
　集水暗渠

石原産業K』K．四日市工場

四日市市石原町

　7，000
地　下　水
深　井　戸
9

平田紡績K．K：．
四日市市天ケ須賀32

　　3，08Q
　地　下　水
　浅井戸，深井戸

浅4

4

1

12

1

12

1

12

0．75

深6

90 90

｝106

モンサント化成工業K』K．四日市

工場・四目市市東邦町1

　　　3，300

　地　 ド　水
　深　井　戸

2
187

’108～126

154～170
170乍182

137

25

182

88～103

152～166

71

28

東洋紡績K．K．楠毛糸工場』四日市市上水道山手水源

三重郡楠町平郷

　5，400
地　下　水P
深　井　戸
4

121

182

12．6

140

73～89
95～100

121ん132

104

13．5

197

76

1．8

76

114

13．8

興和紡績KJく．三重工場

　松阪市垣鼻864

　　2ン500’
　地　 ド　水・
　深　井　、戸

4
83

51～57

66～75

84醇90

40

11

91

52～57

67～74

38

12．8

76

52～57

66～74

26

13．3

102

21．5～34
40～生3

50肉56
73～82
86～92

26・

27．0

四日市市小古曾

　4，000
地　 ド　水

3

42

4．88

　　l

　　I
82　　’54

5・7013・80

横浜護謹製造KK。三重工場

度会郡御薗村高向1038

　　　31290

　地　 ド　水
　浅　井　戸・
3

5

11・

5

65

5

62

　東洋紡績K．Kド富田工場
　　四日市市松原753
　　　　10，528
　　地　　下　　水
＼　　浅井戸，深井戸，集水暗渠

浅2

20

50

0．6

20

24

深　6
91

28．7
～生0

73～79

150

7。2

61

18．7
～29

38～
亜．8

128

61

23～
29．2

32，5～

生5．8

135

6・916・6

91

27～32．7
34，5～38、8

53～56
70～74
87－89

160．

6．0

81

2垂．9～27

30～41
43，5～盗7，6

53～55
66．7～71．2

74～79．5

150

8。4

75

24嚇30

35．5～壬0

，66。7～77

135

9．9，

東海硫安工業K：．K．
　四日市市塩浜町1
　　　、7，500

　地　　下　　水
　深　　井　　戸

9
150卜150

62

13

．54

14

1501150

42

10

54

10

150

54

15

180

66

8．

・180

83

9

180

150
1
12
1

100

179

9

宝酒造．K．K．楠工場
　三重郡楠町南五昧塚　　．

　　　7ン730
　地下水，河水
　深　　井　　戸

2
157

80～185

172

7．7

96

70～75．5

86

7．7
　　、

大日本紡績：K．K．宮川毛織工場

　度会郡小俣町2550
　　　9，640
　地　下　永
　浅井戸，深井戸
浅　5

7．9

33

1．5

9．2

108

1．4

8．5

12

0．95

8．5

15

1．06

8．5

9
1．24

深3
45

120

2

45

120

2

47．5

115

2．5
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四日市市上水道生桑水源

四日市市生桑
4，000

地下一水
浅井戸，深井戸

浅3
10

104

深1
106

62

東邦化学KK．
四日市市東邦町

　4，500・
地下水
一深井戸
3

182 182

105

182

85

4．5

臭弱紡績K』K．鈴鹿工場

鈴鹿市東玉垣町1100

　2，300
地・下水
深井戸
3

150

62・

16

150

33・

16

東洋紡績K』K，山田工場

宇治山田市船江町113

　5ジ500『
地下水，河水

深井・戸、

30

62

2．3・

5
30 30 30 30

50 54 124 104

1 2．2 2．5 2．5

東洋紡績KK，三重製絨工場

四日市’市赤堀888

　’5，900

地下水浅井戸．深井戸

浅1
7．6

0．4

4．0

深1

、65

14．5～17。5

22＿26
33＿35
57－62
325

．4．0

鐘ケ淵紡績KK。四日市工場

四日市市日永1775

　5，500
　地下』水・
　深．井戸
深6・

39

19

7

70

22

8

150

96～10g

128－14生

83

・6

120

106

10

150

75

2

180

98～107

134～163

121

－11

中央毛織KK，、津工場
津市下部田729、’

　1｝200
地下水，上水道

深井戸
1
97

13．3～18．3　　　35　御　40

5σ～60　66～73

§6～92

　60
　28．7

ネ申　　’鋼　　電　　機　　K．K．

　度会郡御薗村．

　620地 下水
深井戸，
1

〆

75

26

大協石油：K』K．四目市製油所

四日市市大協町1

　34シ400
・地下水，上水道，海水

深井戸
4

107

21

70

11

203

24

150

9

190

21．5

150

6．5’

190

27

160

11．7

東亜紡織K』K．泊工場

．四日市市六呂見165

　5ン500

地下水・深井戸「
3

91

、60

5

212　212
　109～11374　～　　91　　123　～127

9壬　～100　　　135　～141

13生～143　146－155
154～159　176－182
196～201　185～187

　193～20152。5i75
6　5、

鐘ケ淵紡績K』K．松阪工場

松阪市町作

　1，520

地下、水
浅井戸，深井戸

浅1

4．8

18

3．3

深3
136

27

75

20．3

136

27

75

20。3

124

27

15

20．3

日本板硝子K．K．四日市工場

四日市市千歳町2

　5，300・
　地下水，海水　一

》深、井戸
4、

180

105－115
110～112
135～138
145～154
160～173

50

152

96－100

105～109

122～133

80

197

91～102

112－130

179～191

108

1197

100～105
109～112
122～132
136～145
1マ8～191

117．

東洋紡績KJく．塩浜毛糸工場

四日市市馳出神戸942

　2り080
地下水
深井戸
2

122．5

114．8～122，5

168

3。10』

156．5

148．8～156．5　　㌔

、168
5．10

日本冷藏K』K．松阪工場

松阪市本町2060

　40．
地下水・
深井戸
・3

87

8．5

0．8

45

8

21

45

7．5

33

註1東亜紡織K・K．楠工場，倉敷紡績K政津工場，長坂紡績K。K．

殖申鋼電機K．K．鳥羽工場は省略する

／　’
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権に束縛きれる割合は著しく大きく，現状における表流

の利用拡大はほとんど考えられない。しかもこれらの山

地・丘陵は海岸に迫り，平野部の幅員は著しく狭く，し

たがづて背面第三紀暦上の洪積台地において滲透した地

下水もその貯瘤されるべき室間に乏しく，大規模な地下

水源は想定きれ難い。

　しかし，伊勢湾を控え，その臨海部は古来農業干拓に

またや＼内陸部は紡績工業に，さらに台地にかけての平

坦部一円は伊勢米の生産地としてそれぞれ開発され，高

度の地ド水利用地域になつている・たとえば桑名郡木曾

崎・・伊曾島両村一円は，水田灌瀧・塩害際去のために用

　　大野大玉　　 呉，　柳弓　 東　 東
　　東　　町　　栗　　垣　　　　　　　　　羽　　　　　　質　　肖Ij　　　　　亜．　　　　洋

　　紡　紡町　　　紡　　呉町　紡　紡
　　緯績　 績羽　績績　　宋　　　宗　　　　　　　　鈴　　　綱　　　　　　楠　　　楠
　　1　　　　　　　　　　　　　　鹿　　　　ボ
　　リ　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　i　・
　　／　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　リ
　　グ　　　　グ　　　　　　　　　　　　　ン＼
　　5　　　き　　　　　　　　　　グ
　　　　　　　　　　　＿　　ま
　　’　　　2　　　　　 2　 ノ　ー3　　　　　　　　　　　 2’

いられている代表的な深井戸群の所在地であり，四日市

港背面は化学工業基地としてその用水の100％を被圧面

地下水に依存し，密集した深井戸による代表的な集団揚

水地区となつて炉る。さらに三重・鈴鹿両郡下の洪膿台

地にはこれまた代表的な横井戸”マンボーレの利用による』

水田灌慨地帯が存在する。

　津以南の海岸平野部は北部とその趣をや＼異にし，地

下水利用の度もまた必ずしも高くはないが，非帯水性の

第三紀暦・花嵩岩盤など地下浅部に存在し，きらに臨海

部に滑う震害による地盤沈下により塩水侵入も著しく，

今後の開発には愼重な研究を要する。
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地質調査所月報（第4巻第8号）

　四日市（市）地区以南・鈴鹿（市）地区・津（市）地

一区・松阪（市）地区および宇治山田（市）地区に大別

し，これを総括的にみれば1宇治山田市を除き深井戸に

よる被圧面地下水の利用が主力であり，これら地下水の’

水質は壌水侵入地帯の特殊な郎分を除いて，ごく良好と

はいえないが，おおむね著しく不良のものはない。ある

程度普遍性の大きい鉄の含有量などゑ標準に順位をつけ

れば， 宇治山田地区が最良であり，これについで四日市

地区・鈴鹿地区・松阪地区の順となるであろう。

　臨存の深井戸収水暦の深度は四日市が最も深く，最大

212mに蓬している・．

　井戸の揚水量に対する水位降下の小さいのは四日市地

区であり，これより楠（町）地区，鈴鹿および松阪地区

の順に漸次大きく，悪い収水條件となっている。ただし

四日’市北部の富田地区の一部と宇治山田地区のみは，自

由面地下水に依存しており，・特に後者は優秀な揚水條件，

を示している。

3。地下水の諸性質

　3．1馨井地質
　四日市および鈴鹿地区48本，津・松阪および宇治山

田地区11本の深井戸馨井柱状質図は，第2図および第3
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三重県工業用水源地域調査報告一卑海地域調査の第1報一（藏田延男・村下敏夫・森・和雄・米谷　宏）

図に示した漣りで，これらは比較的信頼度の高い

いものばかり集めてある。・

　これらのうち，鈴鹿地区の砂暦および泥・粘土

暦の互暦部は第三紀暦として背面に広く分布する

櫻村暦（参考丈献4参照）の砂岩・擬荻質粘土暦

に相当し，四日市地区の砂礫および泥・粘土暦の

互暦部はその上位に重なる第四紀洪積贋に相当す

る暮明層（同上参照）およびそれ以新の堆積厨と

推定きれる。鈴鹿地区鈴鹿市柳町金光寺脇の呉羽

紡績K』K。ボ・一リングによれば，227mまでは埋

木交り砂質粘土を特徴どするが，それ以ヤ少なく

も300mまでは，や＼硬爲の単調な砂質粘土暦連

続し，埋木を欠いている様子である。

　したがつて四日市地区で1訓洪積暦の下部に鈴

鹿地区の地質柱状図にみられるような櫻村鳳鈴

鹿地区では，四日市附近の地質の暦序にしたがえ

ば，櫻村暦の下部に青緑魚粘土暦・礫および砂の

互暦からなる茶屋上爽亜炭暦と湯の山基底礫岩暦

との存在が推定きれる。

　津地区背面に分布する第三紀暦は櫻村麿に相当

し，ほとんど不透水性の粘土層からなリジや＼透

水度の高し）薄い砂暦を数枚挨む程度で，墾井資料

（参考交献8参照）によると津市では極めて浅く’

して第三紀暦に入つており，深度400mまでに厚

さ3～6m程度，都合8贋の帯水層が確認されて

いる。

　　　　　〃

欠

B
本
紡
績

，宮
〕梶

□奥よ
1［1］泥及び粘土

巨コ砂

巨］砂礫

ロコ泥岩

田砂岩
臨亜炭
隆．抽夜片

歴罰魚纐

工薦講馴
6　貝化岩

松阪地区では，少なくとも深度50～60m附近からは，

四日市地区湯の山基底礫岩層に対比きれる第三紀の礫岩

暦で，その下側においてほ花嵐岩盤に到達するようで

ある。

　3．2被1圧面地下水

　3．2．1圧力面’第4図は四日市・楠両地区の被圧面

地下水の圧力面等高線を示している。圧力面は井戸の増

加や長時闘の揚水などによつて地例的に低下するもので

あるが，これは揚水に伴い，．その附近の帯水厨の透水度

が増加し，動水勾配が井戸完成直後よりも小さくなるか

らである。

　四日市附近の第三紀暦は，その東端において伊勢湾の

海岸線に滑い東へ急傾斜しているので，その上位に重な’

る洪積暦の被圧面地下水の圧力面の形も，地質構造に準

じて一般的には規則正しい形を示すはずである。図にお

いても内陸側では圧力面は規則正しい分布を示している

が，四日市市街地聴に臨海部では不規則な部分が認めら

れる。これは集団揚水のために圧力面に異常を生じたも

．のと解せられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　“地質調査所、月報
　　　　真
　圧力面の時季的変化については，目下継続観測を行つ

ているが・，この異常な圧力面地帯の中心にある目本板硝

子KK」四日市工場の既存資料によると，その6号井は

1950年1月から1952年10肩までの聞に11m，4号井は

同じく7m，3号井は3m，7号井は1年聞に2mの圧
力面低下を示している。

’3．2．2　水位降下と揚水量との関係　揚水井の水位降

下は，帯水暦の相対的な透水率を比較するためにしばし

ば用いられるが，水位降下は単に透水度のみに関榛する

ものではなく，水が流動する際の摩擦による水頭損失に

も影響し1また揚水量は井戸の孔径や集水管の孔面積・

配列などによつて制限される。水位降下と揚水量とは揚1

水量の公式によると比例するが，実際にはこれら種々の

摩擦抵抗のために直線にはならず，水位降下に対して揚

水量は成長的な形で増加する。したがつてもし透水慶の

同じ土地に同じような構造の井戸があれば，水位降下と

揚水量とは常に一定の関係を保つ。同様にしていくつか、

の井戸群にβいてその関係が異るということは，井戸群

，の周囲の帯水暦の透水度が蓮うことを意昧する。

　調査地域における4地区について深井戸の水位降下と

揚水量との関係をみると（第5図参照），

（第4巻第8号）

　b）楠地区では水位降下に対する揚水量の割合は四日

市よりも小きく，鈴鹿・松陵両地区の水位降下はほとん

ど同程度であるが，四目市・楠両地区に比較すると著し

く大きい。これは鈴鹿地区の収水暦が砂暦であり，松阪

地区のそれは砂暦あるいは凝結度の高い礫暦であること’

にホるものであるQ

　3・2・3被圧面地下水の温度　調査時における被圧面

地下水の温度と井戸の深度との関係をみると，四日市地

区では150m附近まではほ黛一定の割合で増加するが，．

150～200mでは安定する傾向がみられる。これはこの深

度附近の帯水暦が一様に高い透水度をもち，背面からの

．地下水供給量が豊富なことを示しているものと推定され

る。
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　a，四目市地区：孔径12〃　深度100m以淺
　b四日市地区＝”12～14””150’一200血1畠

　c楠地区3‘〃12～14〃〃100～140m
　d鈴鹿地区：”　14”　　”　150m
　e　松阪地区3”　、12～15〃〃　100～140m

ooo％aン

　a）　四日市地区の深度100m以浅の水位降下と揚水童

との関係は，深度150～200m級の井戸よりもよいこと

を示しているじこれは両者の透水度の相違に基くもので

はあるが，壕者の弁戸群は主に臨海部に集団している孝

めに被圧面の低下が著しいので，揚水時の水頭損失によ

る影響がむしろ大きいのではないかと考えられる5

0　　　　　　　．50　　　　　　　100　　　　　　　150　　　　　　200

　　　　　　　　深　　　度

　第6薗　被圧面地丁水の水温と井戸深度との関係

250m

　楠・松阪両地区の地下水は，測定試料が乏しい関係上，

水温上昇の傾向をみることはできないが，四日市地区と

ほ黛同様な増温率を示しているようで，これらの地区の

深井戸の最大深度が150職程度であるから水温ら18。C±

に止まつている。

　鈴鹿地区の壇温率は，ほかの地区に比較して小きく，，

深度70m以浅では四日市などよりも水温は高いが・

150mの深度では約2。C程度低い値を示している。

　3．3　水　　質

　調査地域における地表水・地下水77点の水質分析を

行つたが（第3表参照），富田・鈴鹿・松阪・宇治山田

の各地区は水質一覧表に記載するだけに止め，主として

四日市・楠地区の水質を概観したい。

　なお当地区の深井戸の大部分はボアーホールポンプ

によつて揚水し，各井戸にほ少なくとも2～3暦以上の
一
多
暦
採
水 を行つており，分析試料はこれらの混合水で

，ある。

　その水質に基いて本地区の地表水ラ地下水の分布を区

分すると，

　a）地表水および100m以浅の地下水

　b）、東亜紡織・鐘ケ淵紡績附近内陸側の10位m以深の

　　地下水

32一（514）

戸



第3表　三重県管内水質一分析結果
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朝明川三重郡八郷村山分
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三滝川湯ノ山
三滝川神前村西野．

三滝川神前村平尾
内部川四日市市妥女
鈴鹿川鈴鹿市高岡
雲出川大正橋より500吻上流
坂内川松阪市井村

櫛田川参宮線鉄橋下
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8．9

8．9

11．0
4．5

0．09
tr
tr

O．00
0㌔00

0．00
tr
tr
tr

O．00

0．00
trl
tr

00．0
00．8
00．0
00．0
00．0

00．O
tr
tr

O．05
0．00
tr

0．00
0．00
0．00
0．00
0．00

0．09
tr

O』00
0．00
0．00

0．00
0．00
0．00
0．00
0．00

NO’3

0．8

1．4

1．3

1．5

2．2

2．2

0．9

2．2

0．8

2．2

1．3

2．2

0．8

3．7

1．3

0．6

2．2

2。2

0．0

1．3

2．7

6．5

3．7

2．2

11．0

3．5

1．3

0．8

0．1

1．3

2．2

0．4

0．5

0．4

2．2

0．2

　l　iNH／4i　SO4”　　P

0．1

0．2

tr
tr
O．2

tr
O．0

0．0

0．O

tr

O．1

0．1

tr

0．0

0．0

0．4

0．3

0．1

0．1

tr
tr
tr
tr
O．0

3
3
3
2
3
4’

5
2
4
2
5
11

3

15覧

3
14

9
’8

5
5
72
13

9

1．3　2
1．3　1
3．1　2
0．0［一
〇．0　3

・0．1　3
0．0　3

tr　l
tr　10．4　3

0。9　0
0．1　0
0．2　0
0．3　1
0．0　1

0．03－

0．09
0．06
0．04
0．06

0．06
0．07
0．07
0．06
0．07

0．06
0．08
0．06

TotaIi

　Sio2Fe，

tr
tr

tr
tr
tr

tr

tr

tr’

tr
O．2

tr

tr
tr

0．06、tr
O．300．6
0．060。1
0．105．7
0．06　tr

O．090．1
0．081．1
0．08　tr
O．071．1
0．07　tr
O．06　七r

0．40
0．40
0．50
0．04
0．06
σ．02

0．08
0．12，

0．13
0．10
σ．17．

0．20
0．18
0．20
0．12

5．6

2．5

1．3

tr
tr

tr
tr
O．2

0．1

1．5

0．4

0．4

0．6

1．6

tr

13．4
14．8
14．0
6．4

9．6

16．0
16．8
13．2
17．6
25．2
14．4、

11．2
8．0

14．8

12．4
22．8
10．8

25．2
17．6
20．4
12．0
16．0
9．・6

38．0
38．0
4ao

22．0

15．6
14．0
43．2
49．5
42．7

47．2
45．0
50．2
48．0
49．2

Caグ

23．7
7．1

10。0
1．7

7．2

7．2

7．1

7．2

7．3

10．7

12．4
10．3
6．5

20．6

6．6

17．0
11．6

10．9
10．8
16．4
43．6
16．3
5．「8

5．3

3．9

6．2

5．6

7．6

6．8

5．7

5．5

7．6

5．0

4．7

4．8
4．2・

5．2

Mg”

3．3

2．3

1．6

0．8

1．1

1。8

1．7

2．6

1．0

3．2

2．5

2．3

1．0

3．2

2．2

4．4

2．2

2．9

3．9

4．1

3．7

1．9

2．8

10．7
－5．8

8．8

3，2

，3．3

1．9

5．2

5．2

5．1一

、5．3

4．7

5」2

3．9

3．9

一時
　全硬度硬度，

0．51
0．35
0．28
0．10
0．26

1．14
0．22
0．34
0．08
0．95

0．15
0．10
0．05

0．53

0．33
0．74

0．37
0．82
0．18
0．31
0．03
0．07

2．50
1。18
1．48

0。40

0．27
0．22
0．84
0．23
1．14

0．84
0．28
0．79
0．72

4．09
1．53
1．77
、0．42

1．16

1。45
1．39
1．62
1．25
2．24

2．30
1．97
1．14

3．63

1．43
3．40
2．13

2。20
2．42
3．25
6．96
2．72
1．46

3．22
1．90
2．90

1．53

1．87
1．39
1．99
1．98
2．24

1．93
1．75
1．88
1．49
1．64

永久
硬度

3。58
1．18
1．49
0．32
0．90
．1．29

1．17
1．28
1．17
1．29

2．18
1．87
1．09

3．10

1．10
2．66

’1．90

1．60
3．07
6．65
2．69
1。39

0．72
0．72
1．42

1．13，

1．60
1．17
1．15
．1．75

1．10

1．09
1．47
1．09
0．77

KMnO4
潰費量
固形物lll
総量鰯

2．6
12．7、

7．7

6．4

2．8

2．4、

8，3

8．3

15．2
16．5

3．9

6．8

15．3

10．2

16。5
13．3
5．8

2．0

2。6

7．31
7．7

4．5

20．6

15．2
10．8
6．3

8．3

7．7

5．6

3．9

11．9
6．9

19．6
2．6

6．4

「4。6
5．2

　緬129H
67灘『
76≡田
29鋳
39慧
63菩63・難
67翻57一職
94難
　珊96 1
65烈
55蔚
　甚107薄
　劃騙剛
　e．131．
89・部・

　ト118錨1071
119（217⑫翼
98：田
82猟
　寧
219詫
167プ362輿山濃
84戴
73蝋69　＝
129馨
123・糸

172朗
130
128些’
186
129
130



、逡
1・

a5
）

No．

16
17
18
19
20

21
22
23
24
25

26
27－

28
29，

30

31
32
33
34
35

36
37
38
39
40

41
42
43
44
45

46
47
48
49
50

51
52
53

採 水 地、

第一製薬：K．K二四日市工場
極東冷藏K．K．
石原産業K．K、
〃　　・　　　〃

〃　　　　　ノク

．”　、

モンサ ント化成K．K．
東邦化学K．K．

〃　　　 〃
東海硫安K．K：．

〃　　　　　〃「

〃　　　　　 〃

〃　　　　　〃

〃　　　　　〃

鐘ケ淵紡績K：．K．四日’市工場

ノケ　　　　　　　　　　　　　

東亜紡織KK泊工場
ヂ　　　　　　　

東洋紡績K．K．塩浜工場
〃
、
　
　 K．K．楠工場

〃　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　

『宝酒造：K．K．楠工場

東亜紡織K。K．楠工場
四日市市北小松．澱粉工場

河原田村掘抜井
呉覗紡績K．K．鈴鹿工場・、
　　　　　　　　　　　ノゲ

大東紡織K．K．鈴鹿工場
長坂紡績K，K。　　（予定辱ト）

　　　　　　 ノケ

興和紡績K．K．松阪工場
　　　　　　　 ル　　　　

松阪市上水道水源井
神鋼電機K．K．

東洋紡績K．K：．山田工場

　　　　　　　　　　　 　

大日本紡績K．K．宮川工場

潔度
（m）

191
152

145

一
182
182
182
100

180
180
150
150
152

182
212
212
156
76

136
139
961

100

150
150
150
90

120

45

　　lfreel
’RPHI　　 HCO3ノ1CI／
　　lCO2
7．。2　　8．8…131．2

7．1　　11．0　　85．5

7．3　　2．2　　73．6

7．1　　3．3　　70．0

7．3　　4．4　 85．5‘

7．3　　7。7　97．5’

6。8　　5。5、　76．2
6．9　　7．7　　91．6
6．8　　　5．5　　76．2

6．8　　15．4　 122．0

7．1　　1．0　　82』5
6．8　　　4．4　　67．0

7．3　　1。0　 88．5
7．0　　　4．4　　97．5

7．1　　　5．5　　79．3

7．3　　5．5　　76．2

6．9　　8．8　 64．0
7，0　　4．4　 83．6
7．1　　4．4　 85．4
7．3　　7．1　107．0

6．9　　9．9　　85．5
6．9　，13．2　 97．5
，7．4　　　3．1　　97．5

7．1　　1．0　　82．4

6．9　　2．2　 30．5

6．8　 14．5　 61．0
6．9　　8。8　 67．l　l
6．9　 12．1　 64．0
6．5　、　7．7　 45．0
7．1　　2．2　113．0

7．2　　4．4　110．0
6．9　　・0．4　 46．0
6．8　　8．8　42。7
7．135．2i112。9－
7．4　・　4，4　　82．5

7．3・　2．2　　64．2
．6．8　　16．0　　70．0

6．8－　6．6　　24．4

70．0
6．2

13．7
165．2
7．2

8．9

16．8
6．8

16．8
51．1

6．2

8．2

5．5

6．8

5，1

6．2

6．2

6．8

6．2

6．8

6．8

8．9

7。2

6．8
5．1

13．0
4．8

6．8

4．5

552．0

294．0
9．3’

16．1
6．8

22．5

20．0
13．7
5．5

NO2ノ

1．80
0，02
0．00
0．00
0．00
0・，02

tr

O．00
tr

O．00

0．00
0．00
0．00
0．00
0．00

0．00
0．00
0．00
0．00
0。00

0，01
0．00
0．00
0．00
0．00

0125
tr
tr

O．00
0．02

0。00
tr

tr　…

0．00，

tr

O．00
0．00
tr

　　『l

NO3’NH4ノ

5．0

2．2

0．6

8．0

1．6

0．6

0．6

0．6

0．6

1．3

0．7

0。7

0。3

0．3

0。0

0．6

0．2

0．2

0．6

3．0

0．6

0．5

1．6

1．6

2．6

2．6

0．7

1．1

012
1．4

1。4

1．5

0．0

0。4

3．0

7．8

6．5

2．8

SO4”

1。8　3
0．2　0
0．5　1．4

0．4　220

tr　8
0．2　4
0．3　2
0．2　0
0．3，．2
1．2　1

0．3　1
0．3　0
0．3　1
0．3　1
0．0　1

0．0　1
0．1　1
0．1　0

tr　OO．3　1

0．3　2
0。2　1
0．2　1
0．3　1

tr　3
011　10
0。4　1
・0．4　1
0．2　1
1．2　3

1．8　1
0．0　0
0，4　0
tr　O聖
0．6　9

tr　11
0．0　35

tr　9

P

0．80
0．18
0．20
0．18
0．19

0．20
0．20
・0．09

0．20
0．40

0．20
0．40
0．30
0．10
0．10
0．15聖

0。08
0．20
0．10
0。30

0．19
．0．20

0．20
0．20
0．06

0．04
，0．20

0．20
0，15
0．02

0．20
0．06
0．04
0．06
0．20

0．20
0．07
0．06

Total

　Fe

5．0

．0．5

0。6

4．1

0．5

4．O

tr
O．4

tr
5．5

tr

L7
0．4

tr
O．2、

0．5

tr
O．5

0．5

2．O

tr
1。2

tr
tr
tr

O．4

1．7・

0．4
0．7

1．8

2．2

tr
1．4

1．1

tr　［

tr

セ

Sio2 Ca” Mg”

60．0　　　5．2　　　6．7

53．2　　3。9　　3．6
41．5　　5．5　　5．7
51．5　40。7　39．0
46．0　　　5．6　　　5．6

46．4　　　3．5　　　3．4

47。2　　2．9　　3．8
46』0　　、3．8‘　　3．9

47『2　　　2．9　　　3．8

35，6　　　6．7　　6．9

40．0　．　2．8　　4．0

36．0　　0．6　　3．9
45．6　、4．4　　4．3
4（》．4　　3．6　　4．2

40．4　　3．8　　2届5

30．8　　　4．8　　　2．9

38．0　　2．8　　2．4
32．8　　　4．9　　　’4．6

40．9　　2．9　’2．8
41．6　　6．4　　5．8

42。8　　5．6　　3．6
54．0　　　6．1　　　4．5

41．6　　8．3　　5．0’

40．4　　4。3　　4．0
－11．2　　7．5　　1．8

32．8　　7．3　　9．9
60．9　　．4．1　　1．7

53．2　　7．3　　2．7
52．0　　　4．1　　　　－

6．0　　37．0　　38．0

24．8　　47．0『16・0
39．2　　　5．0　　2，4

23．21　5．6　　2．9
35．2　　　6．1　　　5．7

16．8　　6．0　　6．3

7．2　16．7　　3．7
18．0　，22．0　　　4．5

14．4　　5．5　　1．7

一時
硬度

0．97
0．71
1．65
0．80

0．56
0．71
0．99
0．71
2，02

0．55
0．09
0．91
0．76
0。71

0．67
0．39
1．08
0．38
1．67

0．81
0．60
1．55
1．01
0．13

1．47
0．11
｝0．79

4．07

0．43
0．30・

0．40
0．39
1．13

0．26
0．57
0．07

全嘩灘
　　

2．28
1．37
1。99
14．75

2．08

1．27
1．29
1．44
1．29
2．54

1．32
0』99
1．62
1．47
1．11
1「．35

0．95
1．76
1．06
2．25

1二62
1．89
2．32
1．53
1．47
3．．32

0．97
1．65

翼3．99

10．33

L26
、1．46

2．19
2．30

3．20
4．、13

－1．16

KMnO、「固形物

潰費量総量

　一・10．2
0．60　　、14．0

1．28　　　11．1

13．10　　　8．3

1．28　5．2

0．71　5．2
0．58　8．0
0，45　3．9
0．58　8．0
0．52　6』4

0．77　　　　7．3　．

0．90　6．4
0．71　7．3
0．71　5．0
0．40　3．9

0．68　6．4
0．56　　8．9
0．68　4．5
0．68　8．9
0．58　6．6

0．81　2．7
1．29　7．4
0．77　4．4
0．52　　3．9
1．34’　　10．8

1．85　　15．9

0．86　　9．6
0．86　　6．2

　㌣．2．3
9．92　　　10．2　・

9．90　　　　3．9　1

0．96　17．8
1．06　　　2．6　
1．80　　　　7．1　i

1．17　・　　3．9

2．94　　7．7
3．56　　5．2
1．09　　　15．5

300
147
154喧
714
・148

142
150
132
150
、178

128
109
127
111・

118

116
106
116
134
164

129
155
137
119
　62
』
1
3 7
150
130
107
1133

722
　98’
1
2
0

168
127

142
165
　77

醤

鷹

翻
o 蹴r

』覇

演

難

　鵬

蒔

鹸

麟

oo

釦
）

註①揉水期間1952－10－16～1952－10－29

　②NO3ぼ採水期日より5ケ月後に分析し匁兎め適正を欠くかもしれない
　③哀．P．H．硬度を除き軍位mg／L



三重県工業用水源地域調査報告一東海地域調査の第1報一（藏田延男・村下敏夫・森　和雄・米谷　宏）

　c）大協石油・日本板硝子・モンサント化工・東海硫安・

　　石原産業など臨海部工場地帯の100血以深の地下水

　d）東洋紡績・東亜紡織など楠地区の被圧面地ド水

の4地区に大別することができる。

　地下水中のC1，は5♂｝10mgノ：L程度で地表水のそれと

ほとんど差蓮なく，これは他の地方にあまりみられない

特色であるが，臨海部の一部では第一製薬（第3表●印

16）・東海硫安（◎印25）・石原産業（㊥印19）・日本板硝、

子（●印10）などでは，若干異常値を示し，26～165τ阜9／L

に蓬している。

　また・SO4”は地表水および100m以浅の地下水中に

2～5mg／L程度含まれているのに反して，100並以深の地

下水中にはほとんど含まれていない（分析精度1mg／L）。

しかるに臨海部の玉記の井戸にはCyに比例してSO4”

もまた多い。

　一方100m以深の日本板硝子・石庫産業の井戸，その

附近の100m以深め水暦から収水して～・る同深度あるい

はそれ以深の井戸には，Cll・SO4”に異常がな・く。100m

以浅の井戸に50～70mgノ：L・また100m以浅の水暦か阜

も同時に収水している井戸に10～15mg／LのCI’を認め

るあは，’少なくとも100m以浅の水暦に乏の汚染源がる

あると推定きれる。しかしその原因が化石水かあるいは

’
集
団揚7kに伴う海水の侵入か，いずれであるか究明する

積極的資料はない。ただ臨海部の井戸に100m以深の水

暦から収水しているものが多く，集団揚水しているにも、

かかわらず，C1’が地表水ζほとんど変化ないのは，深

暦部が背面から地下水供給を有力に受けていることを意

味するものであり，一部では集団揚水に伴う過剰吸引が

lL位100m以浅の地下水に影響して海水の呼び込みを誘

起しているものと推定iされる。

　全Feは一般に0．1～2n19ノ：Lの分析値管であるが・

　　　m・eq・　　　18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戦

1，6

1，4，

1．β

工1・O

o．o
ωα8

α6

0，4

0，2

そのほかの成分は，一般に内陸側より臨海部に向つて壇

加している傾向を示す。

　第7図はHCO3’とH2Sio3との関係を示したが，

HCO3’は，a）30～45mgノ：L，b）60乍85mg／L，c）70～

85mg／L，d）80～100mg／Lで，lSiO2はa）13～16mg／L，

b）30～40mgノ：L，rc）40～60mgノ：Lの範囲，Ca”について
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　　第7図　三重縣管内深井戸水にみられるHCO3ノとH2Sio3との関簾

’　管鉄の分析値は，揚鰍況・操水方灘どに影響される乙とが多のの
　　　と，ロダン法によつて分析し露きめに，共存するイオンの影響竜あ

　　　り，＋分滞足すべき結果ではない・

　　　　　．奮　a　3　4　5　6　？噺
　　　　　　　　　　　　内『』

　　第8図三重鱒内醐触のC♂とMg”．との麟

は地表水および1QOm以浅の地表水が6・6～乳9mg／L・

内陸側の100m以深ではそれより少なく2～5mg！L・臨－

海部は4～6mg／L，Mg”はSio2，HCO3’と同様に臨海

部に多く4～6mg／L・b）で！ま2～3mgノ：L・a）では、1～一

2．5㎎ノ：L，と次第に少なくなつているoこれを，逆にい

えば，Mg”は地下水の流動に伴づて壇加し，「臨海部では

3。度

　　ロ総2．Q　　OOO　　　　軌
震　　　　　◎・．。8　・

l　l。　　　　　・♂　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　毒

　　　，1　2　3　4　5κ伽1
　　　　　→1海岸か5の距離

篤9図　三重県管内深井戸水の聰硬度の地理的変化

Ca”と同等程度あるいはそれ以上の値を示しているgこ・

れは両者の溶解度の相違，帯水時聞，堆積物の化学的性

質などによるものであるが，Mg”とCa”の当量比がa）

0．2～0．9，b）1．6～1．6，c）1。5～1・9であることは・

この比が淡水を指示するものである限り・堆積物の堆積

環境を示しているものと推定してよいであろう。

NH益’はa）o．0～0．2mg1L，b）0，0～0加91L・c）

およびd），0．1ん0・5叩9μで・c）およびd）カ∫餌り

も多いめは，Pについてもa）が0．03～0。06mg／L，一b）キ

c）およびd）が0．1～0，5mg1Lで，後者が3～8倍も多

いのと同様に，深贋部での生物化学的な作用が浅層部よ
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第10図　　三重県管内深井戸水のMg”／QaグとHCOaノとの関係

りも多少大きいことを示しているものと推察きれる。

4．地区別の水理と用水源の対策
戸

　4．1　四日市地区（5万分の1地形図，桑名・四日市『

　　　参照）

　永理　本地区は，北は町屋川，南は内部川に至る聞，・

背面に第主紀丘陵がせまる狭長な平野部である。

　第王紀丘陵は，上部鮮新統の櫻村厨に相当し，上部は

、砂質粘土暦を換む細・中粒，時に礫を含む砂暦，下部は

細砂暦と青線色粘土または青色擬友質粘土の互暦で，そ

の東端14お砕て伊勢湾の海岸線に滑い東へ急傾斜する。

丘陵東縁部には比高差10～20m程度の洪積段丘があり，

四目市地区の深井戸地質柱状図によると深度200m附近・

、までは礫暦と粘土暦との互暦で洪槙暦と考えられ，神積

・暦は電探の結果よりすれば，厚き30～40m程度と推定

きれる。現在の地盤沈下はほとんど大部分震害によるも

のであり，一般的にいつで集団揚水に伴う地盤沈下を起

しや寺い地質條件とは認めにくい。

　地区内の表流は北から町屋・朝明・海藏・三滝・内部の諸

川があり，由麓扇状地帯において，表流は一部あるいは

大部分が伏洩し去るが，第三紀丘陵地帯に入つて再現し，

海岸平野に至りその一部がふたたび伏洩する。これら表

流は地区内の上水道・工業用水源である100～200m級

の被圧面地下永の主要なる供給源となり，また伏流は三

滝川においては地区背面に点在する湧水および深度20m

程度の掘抜の水を瀕養しているものと推定iされる。

　地区内め表流および地下水が，上水道水源，工業用水

源として利胴きれている量は水系別にみると，町屋川伏

流～2，700m3／d，朝明川伏流～6，400m3／d，被圧面地下

永～12，000m3／d，海藏川被庄面地下水4，000m31d∫三滝

川および内部川自由面地下水4，400m罫ノd，被圧面地下水

61，200m3！dの程度で，これらの総使用量は約90，000m3／d

となつている。。

　富田附近の現在利用さーれている100m以浅の地下水に，

は天然ガスの徴候が認められ，鈴鹿・松阪両地区に比較

して南部四日市港附近どと、もに水位降ドに対する揚水量

の割合は大きいが，、四臼市臨海部では集団揚水のために

水位低下および井戸干渉を隼じ，すでに100m以浅の

地ド水暦の一部には海水侵入の形跡が認められる関係に

ある。

　用水源の対策　比較的揚水量の少ない南部地区におい

て，鈴鹿川の伏流をも併用することを考え，深井戸難井

群に依存する工業用水道水源を選定するこどがのぞまし

い。しかし表流は四日市地区溶よび楠地区の被圧面地下

水を酒養している関係上，一候補地点および施設規模の選

定には愼重を要するが，鈴鹿川じ内部川合流点附近に期

待できよう。また三滝川の旧取水施設の復旧による最大

限の集水も必要である。

　’そしてこれらの集水計画の樹立，既設深井戸の使用状

態吟昧のために，圧力面の経年観測が必要であるが，現一

在まだ圧力面め時季的変化牽確認する段階には至つてい

ない。

　4．・2鈴鹿地区（5万分の1地形図，四日市・亀山参

　　　照）

　水理　本地区は鈴鹿川右岸の洪積台地と，沖積低地とを

含むほ野鈴鹿市域に該当する一円で，旧鈴鹿工廠関係の

水源調査に関わるかなりの数の地質柱状図が残きれてい

るが，その信頼できるものは少なく，現鈴鹿市上水源井

・呉綱紡績工場用水源井・調査当時実施中の大東紡織の

ボーリング孔が基準となる。

　それらによれば南側洪積台地は地下領～40mまで洪

積暦であり，それ以下は第三紀暦14属している。［そして

主要な可採水暦は洪積暦中に1暦（摩き10～14m），

第三紀暦上層に真暦，や、深部にさらに1暦あり（いず

れも厚き20～30m程度），第三紀暦中の、もので0．16～

0，22m／s程度の透水係数を示しているが，Feがや，＼多く

（0．2～0．8mg／L），利用の面では上位の洪積暦中のもの

に劣つている。なお呉砺紡績ではこの現状を検討する目

的で1953年初頭来450m±の深暦ボーリングを行つて

いるが，もし湯の山礫岩暦に到達すれば，一・応の可採水

暦が得られるかもしれない。これに対して鈴鹿市上水源

井は鈴鹿川畔にあり，1，5mの水位降Fにより250m3／h

の揚水が可能であり・また極めて良質（Feグとしてq・05

mg1L，全，Fe　O，15m9／L±）で，伏流の供給を多分に受

けている傾向を示している。・

　第三紀暦の露出する岸岡山南側の白子町附近では，深』
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　　　度120mの掘抜で上暦15～20mまでが塩分少なく深暦

　　　に至り塘加しており，背面洪積台地よりの浅暦自由面地

　　　下水の供給をある程度豊富に受けている結果を予裡さ

　　　せるQ

　　　農林省京都農地事務局向井久一捜官らの電探舞果によ

　　　れば，当地区の洪積：暦の比抵抗は35，000Ω一cm台を，

　　　第三紀暦のそれは10，000～20，000Ω一cm台を示レ・両

　　　者の水理地質的相違は明らかに示きれている。』

　　　1952年末から当地区7・ヵ所に地下水位観測，点を設け，

　　　自由面地下水およぴ水温5日毎観測を実施しており，三．

　　．重県側の鋒鹿川左岸地常教個Q観潮点とともにその観測

　　　結果からある程度の水理の解明が予想できる。

　　　用水源の対策　当地区の工業用水源は・

　　　1）鈴鹿川伏流を期待できる川畔または沖積低地帯の

　　　難井がのぞましい。

　　　2）洪榿台地上では恒温暦が得られるが，水量の点で

’　　　ある程度の制約を受る。

　　　3）特に鈴鹿川の下流部の伏流は，四日市・楠地区へ

　　　の用水源として利用きれるべき必然性をもつており，こ、

　　　の点両地区に亘る揚水量のバランスを予め想定しておく

　　　べきことがのぞましく，そのため鈴鹿川の適確な地下水

　　　供給量を求めるこ，とが必要である。

　　　　4．含　松阪地区（5万分の1地形図，松阪・二本木参

　　　　　・照）

，
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第13図　　松阪市附謎要図’

0
0●

水理　松阪市域にはそれぞれ集水面積の小さな阪内川

と金鋼川があり，中央部に南方より坤びる花歯岩盤が浅

く伏蕉し，その表面は東方にワ7，西方にV20程度の勾

配を示し，この上に重なる第三紀暦および洪積暦も浅く

概して水量豊富な地下水暦は在存し難い状態にある。し

かし花醐岩盤をきけて100～140mの深井戸が数本利用

されており，’Feの多いことを除けばある狸度の利用は

できる。きらに地区の北に雲出川，南に櫛田川があり，

その表流は暫くお’くとして地下水供給量はある程度大き

く，潔部水暦とともに浅部地下水が期待できる。

　松阪市街地における6本の深井戸について揚水量と水

位降下とを比較すると，その関係は鈴鹿地区のそれに醗

似しておリシその収水暦の一部はむしろ第三紀暦中めも

のに近い値を示している。また海部地下水とし亡は，市

の西方一志郡阿坂・伊勢寺両村附近の扇状地前面の地下

水が松阪市西北部を通り，阪内川畔に至る一一蓮の透水部

を形成しており，鐘ケ淵紡績などの深井戸群の水源など

をも酒養しているまうに認められる。

　　　　　　瀦

軍位一σ

0　　　　　　　　　　　2K団

』＿一
第14図’．櫛凪川流域自由面地下水の水温等儘線

o

ノ
　　　　．質も概して良好で，村落の既設井に重大な影響を与え

　　　　ない限り調査地域内の比較的有力な開発可能な水源と

　　　　推定される。　　．

　　　　　しかし臨海部では浅部の塩水侵入は著しく，深部に

櫛田川下流部流域における地下水滲透経路は，調査結

果によると祓川分流点下近鉄山田線鉄橋下などにおいて

表流の滲透個所が推定され，きらに上流よりの伏流の拡

散と相まつて，’両岸特に左岸松阪市域側に表流規模の割

合に犬量の地下水が供給されている。これらの水源は水
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第15図　　櫛田川流域自由面地下水の水比抵抗等値線

おいても松阪港背面などの突出部は著しいが，ほかの臨

海部における状況は明らかでない。

　用水源の対策　1）櫛田川に依存しうる水量をかりに

30，000～50，000ユn3／d程度とし，次に雲出川の伏流に着

瞑すべきであろう。

　2）深井戸難井による水源は，市街地北方および北西

方がむしろ適している。、東側では近鉄線北側にある程度

期待できるが，確実な資料に乏しいのでこの方面の調査

『を必要としよう。

　4．4牢治山田地区（5万分の1地形図，松阪・宇治

　　　　山田・鳥羽参照）

　水理　本地区は宇治山田市東側に宮川があり，これに

よつて地下水は地下浅部に非常に豊富に供給きれてい．

、る。右岸市街地北側に接する横浜護誤製造KK。三重工

場では4本の浅井戸で日量3，300m3程度の揚水を行つ

ているが，構内50の潰化栓を一齊に揚水して水位降下

『0．3mを認める程度であり，また、左岸小俣村大日本紡績

K：，K．宮川毛織工場では同じく浅井戸5本と深井戸墾

井3一本で計10，000m3／dの用水を得ているが，水温16～

17。C±，水位変化の割に年較差小さく，極めて良好な條

件である。しかし北方臨海部に至るに伴い，被圧面地下

水の賦存には有利となるが，塩水の侵入が震害に伴う地

盤沈下以来顕著で，度会郡御薗村神鋼電機K』K．におい

ては，自由面地下水はすでに使用できず深井戸に依存せ、

ぎるを得ない。深部透水度は’0．4cm／sec程度で現在の

．ところ水質は保全されている。しかし二見町臨海部に至

つては深部収水暦も塩水の混入を伴つており，内陸側の

外

城
㊧
」蝿

営

大
9
罫
妨

タ
ノ1

評

々

　　　　　姦

　　　　　の　　どロハ　　　　　　　　　　　　ロ
、臼　　　　　　　●●

饗κ，　　1鶉
oo　田山

†
ラ3　』

山

田
市

0　　　　／細　　　2寓’プ
し一騨　　卿晶　　　　感

、

坤
鋼
勉
糠
●
50

含
　’ヂ

　渇

第16図　　　宇　治　山　田　可f　附　三丘　要図

勢
ロ
’噌．

永質分耕資糾採秦錠

●，oう染鉢ノ’

oρ残丼戸
　ノヌ
メ”河水．

揚水は今後愼重に決定されなければならないであろう。

　用水源の対策　宮川表流おまび一部伏流の平野部への

滲透・拡散は比較的下流部に至つて生じているようであ

り，その状態は明らかにし得なかつたが，1952年以来水一

位観測を行つているので，その一部は追つて明らかにし

得る予定である。

　調査当時，宇治山田市上水道が給水人口’40，000m3／d

の計画で集水工事を行つていたが，現在工場誘致の対象

となる土地を欠きむしろ将来に期待きれる関係上，その

聞に塩水混入の関係を明らかにし，地下水理を究明して

おくことがのぞましい。　一

　5。噂結　　　　論

（対策に関する総括的意見）

　三重県管内における工業用水源は，地下深層の被圧面

地下水の利用という点で著しい特徴をもっており，水質

的にも必ずしも不良ではない。しかし水位降下量の割合

は比較的大きく，工業基地として坂扱われる限られた面

積の土地で大量に収水することは，その酒養地域の面槙

規模からみてものぞみ難い。したがつてこれらの地下水

は温度エネルギーを重覗する紡績関係の工業のため努め
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　　　　　　　　　　　　　　　　地質調査斯庁報

　て保留しておき，大量の化学工業の用水には，むしろ背

　面あるいは遠距離よりの導水計画に依存でき、るよう1すす、

　ることが，水資源保全の面から展望して極めて重要なこ

，とと考えられる。

　　四目市港地区に薄しては，鈴鹿川畔の難井群，三滝川

　一の旧伏流捕集施設復旧，揖斐川の表流捕集と，1その工業

　用水道水源を順次新設・拡張していくのとが賢明の策で

　あろら。なお水理諭こ効率あよい浅暦の地下水利用可能

　地区として推奨できるのは，宮川に酒養される宇治山田．

　地区であり・その精査を行つておくことがのぞましい・

　　　　　　　　　　　　　　（昭和27年10月調査＞
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